
儰
儰
儰
儰
儰
儰

北
辻
稻
子

熊
本
県
大
阪
事
務
所
次
長
・
渕
脇
拡
之

古
井
香
澄

ア

ズ
ビ
ル
株
式
会
社
関
西
支
社
・
松
本
（
ア
ド
バ
ン
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
カ
ン
パ
ニ
ー
）

岡
島
よ
り
み

中
村
幸
子

古
谷
寿
美
▼
兵
庫
県

谷
口
直
子

三
宅
花
奈

西
宮
市
立
安
井
小
学
校
▼
奈
良
県

サ
ー

ク
ル
ベ
ル
ち
ゃ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▼
島
根
県

吉
岡
由
佳
▼
山
口
県

大
籾
恒
子
▼
徳
島
県

酒
井
英
樹
▼
福
岡
県

久
留
米
市
立
京
町
小
学

校

八
津
田
小
読
み
き
か
せ
グ
ル
ー
プ
＜
ど
っ
こ
い
し
ょ
＞

倉
掛
彩

子

重
松
さ
お
り

和
田
久
子
▼
佐
賀
県

三
根
和
美
▼
宮
崎
県

石

川
潤
子
▼
鹿
児
島
県

竹
藤
紋
子
▼
菅
原
玲
▼
無
記
名
＝
28
件

２
月
21
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
に
届
い
た
分

▼
北
海
道

ト
ヨ
タ
自
動
車
北
海
道
㈱

美
唄
消
費
者
協
会

厚
岸
町

立
太
田
小
学
校

草
薙
え
い
子
▼
青
森
県

竹
内
康
子
▼
岩
手
県

む

ら
さ
き
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
▼
宮
城
県

Ｈ
▼
茨
城
県

斉
藤
美
奈
子
▼
群

馬
県

高
崎
ト
ー
ヨ
ー
住
器
㈱

柄
沢
裕
子
▼
埼
玉
県

恩
田
遥
菜

ふ
じ
み
野
市
立
さ
ぎ
の
森
小
学
校

丸
山
由
希
未

澁
谷
孝
子

朝
霞

市
東
朝
霞
公
民
館

所
淑
子

藤
沼
洋
子

渡
辺
裕
美
▼
千
葉
県

八

代
和
子

Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
事
務
サ
ー
ビ
ス
㈱

秋
山
美
千
代

ホ
テ
ル
フ

ラ
ン
ク
ス

鎌
滝
美
江

関
田
元
子
▼
東
京
都

鏑
木
満
寿
美

伊
藤

美
智
子

新
以
都
子

住
恵
理
子

国
立
市
立
国
立
第
二
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

古
川
由
美

Ｊ
Ａ
共
済
連

井
上
恵
里

子

石
神
井
幼
稚
園

日
本
基
督
教
団
小
金
井
緑
町
教
会

蛭
田
朋
子

む
さ
し
の
学
園
小
学
校

㈱
Ｌ
Ｓ
Ｉ
メ
デ
ィ
エ
ン
ス

Ｊ
Ｙ
Ｊ
へ
の

愛
を
さ
さ
や
く

千
代
田
区
立
麹
町
中
学
校

鶴
山
英
己

中
村
月
美

・
日
香
理
▼
神
奈
川
県

坂
巻
順
子

湘
南
新
聞
販
売
㈱

伊
藤

柿

沼
恵
子

茅
ヶ
崎
市
国
際
交
流
協
会

高
木
悦
子
（
職
場
有
志
一
同
）

岡
部
▼
石
川
県

金
沢
市
立
長
田
町
小
学
校
育
友
会
▼
山
梨
県

南

み
さ
と
▼
長
野
県

五
味
直
哉
▼
岐
阜
県

大
垣
市
立
綾
里
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ

井
見
未
奈

奥
原
た
か
し

立
正
佼
成
会
中
津
川
教
会
多
治
見

支
部

杉
本
え
つ
こ
▼
静
岡
県

石
橋
直
也
▼
愛
知
県

安
藤
美
津
子

東
邦
ガ
ス
㈱

安
城
市
立
安
城
西
中
学
校

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
東
海
事

業
本
部

鈴
木
真
由
美

安
藤
佳
未

伊
藤
三
千
子

入
江
延
代

東

芝
ラ
イ
フ
テ
ッ
ク
㈱
▼
大
阪
府

川
口
律
子

大
阪
市
建
設
局
は
な
ま

る
活
動

㈱
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
関
西

東
大
阪
市
役
所
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

部

久
保
田
惠
子

松
本
佐
世
子

奥
田
立
子
▼
兵
庫
県

近
畿
大
学

付
属
豊
岡
中
学
校

河
野

鎌
田
将
輝

絵
か
き
や
Ｊ
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｃ
Ｔ

Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
・
一
語
一
笑
▼
奈
良
県

宮
崎
新
嗣
▼
岡

山
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
玉
島
た
ん
ぽ
ぽ

田
坂
裕
子
▼
広
島
県

栗
栖
正

史
▼
山
口
県

有
井
尚
輝
▼
福
岡
県

鞘
野
正
人
▼
長
崎
県

大
村
高

等
学
校
▼
鹿
児
島
県

石
原
昭
美

医
療
法
人
た
け
内
科

梅
津
か
が

り

大
口
酒
造

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
鹿
児
島
県
連
盟

甲
南
高
等
学
校

生
徒
会

か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

鹿
児
島
市
ふ
れ
あ
い
館

鹿
児
島
信
用
金
庫
（
国
分
支
店
・
田
上
支
店
・
武
町
支
店
）

か
ご
し

ま
ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
推
進
の
会

カ
フ
ェ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
が
っ
て
ん

慶
田
美
保
子

県
立
吉
野
公
園
管
理
事
務
所

こ
う
え
ん
薬
局

坂
田

板
金

さ
つ
ま
町
立
山
崎
小
学
校

仁
田
る
み
子

田
中
由
利
子

中

野
ま
ゆ
み

西
本
願
寺
鹿
児
島
別
院

日
本
生
命
鹿
児
島
支
社

ホ
テ

ル
霧
島
キ
ャ
ッ
ス
ル
総
務
課

松
崎
一
矢

横
井
慎
一
郎
▼

安
部
聡

子

飛
岡
喜
美
子

Ｇ
ｏ
ｌ
ｄ
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
▼
無
記
名
＝
25
件

▼
愛
知
県

平
井
圀
行

村
瀬
弥
生

株
式
会
社
ホ
ッ
ト
ス
タ
ッ
フ
▼

三
重
県

川
村
佳
子

阪
口
敏
子
▼
京
都
府

喜
多
真
弓

中
尾
幸
重

匿
名
希
望
▼
大
阪
府

村
田
圭
子

木
村
仁
美

東
大
阪
市
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
部
▼
兵
庫
県

石
原
裕
美
▼
奈
良
県

宮
﨑
新
嗣
▼
和
歌

山
県

辻
友
香
子
▼
広
島
県

藤
田
厚
子
▼
山
口
県

藤
井
公
江

山

中
靖
正
▼
香
川
県

社
会
福
祉
法
人
琴
平
町
社
会
福
祉
協
議
会

小
林

地
恵
▼
福
岡
県

藤
ま
さ
み

Ａ
Ｓ
Ａ
糸
田
▼
佐
賀
県

神
埼
市
立
千

代
田
中
部
小
学
校
五
年
生
▼
大
分
県

県
立
三
重
総
合
高
等
学
校
生
徒

会

朝
日
新
聞
大
分
販
売
株
式
会
社
▼
鹿
児
島
県

田
島
涼
子

日
高

京
子
▼
無
記
名
＝
28
件
●
現
金
７
４
１
６
円

川
崎
市
立
有
馬
中
学
校

生
徒
会
（
川
崎
市
宮
前
区
）

１
月
21
日
か
ら
２
日
20
日
ま
で
に
届
い
た
分

▼
北
海
道

佐
藤
隆
史

ｆ
ｒ
ｄ
ｔ
ａ
ｋ
ｋ

美
唄
消
費
者
協
会
▼
青

森
県

弘
前
大
学
教
育
学
部
付
属
中
学
校
▼
岩
手
県

県
立
盛
岡
と
な

ん
支
援
学
校
中
学
部
生
活
委
員
会
▼
秋
田
県

札
幌
学
院
大
学
鉄
道
研

究
会
Ｏ
Ｂ
会
▼
茨
城
県

江
原
明
美

佐
竹
か
お
る
▼
栃
木
県

西
村

薫
子

鈴
木
め
ぐ
み
▼
群
馬
県

長
坂
利
位
子
▼
埼
玉
県

Ａ
Ｓ
Ａ
入

間
市
中
央

菊
池
将
太

航
空
自
衛
隊
熊
谷
基
地
准
曹
会

丸
林
あ
さ

子

武
蔵
野
小
学
校

松
山
女
子
高
校
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
部

大

久
保
祥
子

林
み
さ
と

宮
澤
和
美

吉
田
泰
史
▼
千
葉
県

関
田
元

子

中
田
和
恵

小
澤
美
紗
子

永
谷
た
か
子

匿
名
希
望
▼
東
京
都

木
原
佳
世
子

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社

小
林
紀
美
子

多

摩
南
部
朝
日
会

平
山
孝
子

船
野
統
民

三
浦
洋
美

久
保
田
典
子

住
友
不
動
産
建
物
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
マ
ン
シ
ョ
ン
会
計
セ
ン
タ
ー

竹
下
愛
美

西
村
麻
佐
子

日
本
基
督
教
団
小
金
井
緑
町
教
会

宮

田
久
美
子

一
般
社
団
法
人
紫
芳
会

浅
草
中
屋
・
中
川
株
式
会
社
代

表
取
締
役
社
長
中
川
雅
雄

株
式
会
社
フ
ァ
ー
マ
イ
ン
ド
西
東
京
事
務

所

杉
並
区
立
馬
橋
小
学
校

竹
の
塚
中
学
校
成
人
教
育
委
員
会

鶴

山
英
己

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
・
東
京
職
域
法
人
開
発
室
熊
木
彩

映
子
▼
神
奈
川
県

Ａ
Ｓ
Ａ
二
俣
川

横
浜
市
立
領
家
中
学
校

吉
田

伸
太
郎

尺
英
也

田
中
綾
子

カ
ー
ブ
ス
井
細
田
＆
栄
町

加
藤
美

和

薬
王
寺
内
青
壮
年
会

伊
東
孝
子

岡
崎
弘
子

牧
野
正
和
・
ゆ

か
り
▼
山
梨
県

南
ア
ル
プ
ス
市
立
白
根
百
田
小
学
校
▼
長
野
県

百

瀬
弘
美
▼
岐
阜
県

岐
阜
県
Ｊ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

森

あ
ず
さ
▼
静
岡
県

岡
田
典
子
・
奈
己
▼
愛
知
県

若
尾
里
加

大
阪

学
院
大
学
校
友
会
東
海
支
部

長
江
政
則

安
形
秀
次
税
理
士
事
務
所

浅
岡
柾
希

愛
西
市
立
開
治
小
学
校
▼
三
重
県

木
村
千
恵
▼
滋
賀

県

唐
崎
幼
稚
園
▼
京
都
府

堀
口
美
和
子
▼
大
阪
府

青
木
惠
子

佐
藤
信
隆

成
瀬
朋
子

渡
辺
洋
子

榊
原
禮
子

髙
橋
佳
子

富

士
ソ
フ
ト
企
画
㈱
▼
新
潟
県

小
林
麻
央
▼
石
川
県

Ｐ
Ｆ
Ｖ
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
サ
ー
ビ
ス
㈱
経
理
サ
ー
ビ
ス
部

清
水
千
加
代
▼
長
野
県

清
水
次
子

平
林
法
子
▼
静
岡
県

橋
本
美
代
子

南
富
士
病
院
デ
イ

ケ
ア
一
同
▼
愛
知
県

朝
日
新
聞
名
古
屋
本
社
統
括
セ
ン
タ
ー(

お
客

様)

岡
谷
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱

お
茶
処
莱
芙

森
一
生

大
野
章

一

日
進
市
立
日
進
東
中
学
校

香
月
大
翔

角
谷
理
恵

ト
ヨ
タ
部

品
愛
知
共
販
㈱
総
務
室

三
菱
化
学
㈱
中
部
支
社

吉
村
千
鶴
▼
三
重

県

ア
イ
ス
タ
ー
商
事
代
理
店
・
川
口
節
子

濱
口
愛
▼
滋
賀
県

相

馬
貴
美
子

塩
谷
木
工
㈱

向
井
明
子
▼
京
都
府

小
野
典
子
▼
大
阪

府

西
山
淑
子

溝
口
し
げ
み

稲
垣
美
智
代

髙
崎
裕
子

川
崎
陽

子

大
西
祐
子

京
セ
ラ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

蔵

田
豊
子

佐
伯
和
世

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
㈱
な
ん
ば
支
社

猫
石

直
子

宮
武
有
佳
子
▼
兵
庫
県

森
脇
慎
也

今
西
正
樹
▼
奈
良
県

斉
藤
広
樹
▼
和
歌
山
県

吉
村
由
紀
子
▼
岡
山
県

児
島
マ
リ
ン
プ
ー

ル
▼
広
島
県

佐
々
木

松
尾
真
希
▼
愛
媛
県

四
国
中
央
市
新
宮
公

民
館
▼
福
岡
県

西
南
学
院
小
学
校

西
村
順
子

北
九
州
市
立
東
朽

網
小
学
校
な
か
よ
し
委
員
会
▼
長
崎
県

長
崎
東
中
学
校
▼
大
分
県

院
内
中
部
小
学
校

杵
築
市
立
上
小
学
校
▼
沖
縄
県

外
間
房
恵
▼

Ｗ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
タ
ワ
ー
ズ
社
会
奉
仕
ク
ラ
ブ
▼
無
記
名
＝
19
件

12
月
21
日
か
ら
１
月
20
日
ま
で
に
届
い

た
分

▼
北
海
道

枝
幸
町
立
歌
登
中
学
校

美
唄
消
費
者
協
会
▼
岩
手
県

ａ
ｎ
ｎ
ａ
．
ｆ

西
里
由
紀
▼
秋
田
県

大
正
琴
あ
き
た
▼
茨
城
県

木
村
あ
ゆ
み

鈴
木
詠
子
▼
埼
玉
県

ど
ん
ぐ
り
文
庫

所
沢
市
立
北

野
小
学
校

山
本
綾
子

宮
坂
眞
由
美
▼
千
葉
県

石
黒
純
代

岡
﨑

泉

沼
野
千
鶴

安
藤
明
美

関
田
元
子

江
頭
由
紀
美

関
か
よ
子

川
口
玲
子
▼
東
京
都

株
式
会
社
テ
ィ
ッ
プ
ネ
ス

田
中
美
紀

多

摩
南
部
朝
日
会

水
上
奈
緒
美

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

・
金
融
営
業
推
進
部
一
同

住
友
不
動
産
建
物
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
マ

ン
シ
ョ
ン
会
計
セ
ン
タ
ー

田
口
薫

日
本
基
督
教
団
小
金
井
緑
町
教

会

川
上
道
代

西
有
紀
子

文
京
区
立
第
六
中
学
校
生
徒
会

山
崎

郁
子

Ｊ
Ｙ
Ｊ
へ
の
愛
を
さ
さ
や
く

河
原
日
和
▼
神
奈
川
県

Ａ
Ｓ

Ａ
二
俣
川

柿
沼
恵
子

駒
形
洋
子

新
村
美
津
子

渡
会
恵

北
見

英
之

藤
原
奈
美
江

山
下
陽
子

岩
崎
直
子

加
藤
容
子

嶋
田
真

央

東
芝
小
向
事
業
所
情
報
・
通
信
技
術
部
一
同
▼
福
井
県

県
立
武

生
商
業
高
等
学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
▼
長
野
県

伊
東
伸
子
▼
岐
阜
県

井
貝

未
奈

奥
原
た
か
し

松
波
昌
代

森
澤
晴
子
▼
静
岡
県

佐
野
友
美

タ
ー
商
事
代
理
店
・
川
口
節
子

前
川
晴
紀
子
▼
滋
賀
県

社
会
福
祉

法
人
彦
根
市
社
会
福
祉
協
議
会

近
藤
仁
美
▼
京
都
府

照
喜
納
弘
美

滝
川
欣
也
▼
大
阪
府

青
木
な
お
み

安
永
恒
子

上
枝
美
弥
子

磯
野
安
代

岡
本
忠
子

株
式
会
社
ビ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ス

堺
市
立
庭
代

台
中
学
校
３
年
生
生
活
委
員
会

中
辻
安
紀
子

松
本
由
美
子
▼
兵
庫

県

川
元
直
美

原
田
菜
穂
子

福
田
登
美
枝

松
尾
靖
子

中
原
潤

子

三
井
住
友
信
託
銀
行
川
西
支
店
・
塚
本
▼
奈
良
県

一
色
均
美
▼

和
歌
山
県

須
佐
見
陽
子

北
村
亜
矢
子

小
林
吉
一
▼
岡
山
県

天

満
屋
ス
ト
ア
労
働
組
合

鳥
越
多
美
子

前
原
裕
美

操
南
小
学
校
６

年
生

大
森
啓
子
▼
広
島
県

栗
栖
正
史

齊
藤
千
佳
子
▼
山
口
県

寺
田
美
恵
子
▼
香
川
県

守
實
瑞
紀
▼
福
岡
県

佐
野
憲
忠

キ
リ
ン

ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
九
州
地
区
本
部
営
業
企
画
部
・
川
崎
裕
子

園

田
麻
衣

山
崎
幸
子
▼
佐
賀
県

神
埼
市
立
神
埼
小
学
校

江
頭
毅
明

三
原
ひ
ろ
み
▼
長
崎
県

本
田
幸
子
▼
大
分
県

石
堂
泰
史
▼
鹿
児

島
県

辻
絵
梨
華

藤
中
小
百
合
▼
松
井
恵

金
澤

武
蔵
野
ば
あ
ば

森
脇
宏
子

富
井
啓
子
▼
無
記
名
＝
28
件

２
月
21
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
に
届
い
た
分

▼
北
海
道

網
走
桂
学
園

澤
本
美
恵
子

髙
坂
恵

朝
日
新
聞
北
海

道
支
社

Ｓ
Ｊ
Ｎ
Ｋ
札
幌
大
通
ビ
ル
Ｃ
Ｓ
Ｒ
隊
一
同
▼
岩
手
県

明
治

安
田
生
命
労
働
組
合
盛
岡
支
部
▼
宮
城
県

中
西
裕
美
子

古
谷
靖
史

▼
秋
田
県

貝
森
明
美

伊
藤
ひ
ろ
み
▼
山
形
県

柳
川
友
子

滝
口

隆
▼
福
島
県

佐
藤
朗
▼
茨
城
県

伊
藤
奈
津
子

江
原
満
明

水
戸

市
立
大
場
小
学
校
▼
群
馬
県

Ｊ
Ｒ
共
済
連
群
馬

大
嶋
貴
美
子

小

林
周
子
▼
埼
玉
県

(

医)

大
渡
歯
科

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ん
と

大
畑
直
美

津
田

坂
戸
市
立
千
代
田
小
学
校

笹
本
理
恵
▼
千
葉
県

片
岡
雅
恵

平
山
靖
子

長
谷
光
世

鈴
木
ま
す
子

小
中
台
南
小

学
校

田
端
淳

河
内
一
純

京
葉
ガ
ス
㈱
広
報
部
・
小
さ
な
親
切
事

務
局

松
本
佐
和
子
▼
東
京
都

金
田
尚
子

北
山
恵
子

松
永
裕
子

松
丸
弘
子

阿
部

神
門
し
の
ぶ

齊
藤
則
子

菅
谷
俊
子

住
友

不
動
産
建
物
サ
ー
ビ
ス
㈱

染
谷
範
江

多
摩
南
部
朝
日
会

鶴
山
英

己

手
織
教
室
は
た
お
と

東
京
海
上
日
動
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱

堀
内
比

佐
子

目
白
教
会

丸
本

立
正
佼
成
会
練
馬
教
会
婦
人
部

猪
谷
美

代
子

川
辺
英
文

（
社
福
）
八
丈
町
社
会
福
祉
協
議
会

頌
栄
女
子

学
院

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
㈱

千
代
田
区
立
麹
町
小
学
校

三
菱
電
機
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
か
ん
ぽ
生
命
広
報
部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担

当

東
京
税
理
士
会
世
田
谷
支
部

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
㈱
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
企
画
部
広
告
宣
伝
Ｇ
▼
神
奈
川
県

樺
島
敦
子

福
田
左
弓

前
田
仁
子

山
本
ふ
み
子

小
副
川
淑
子

石
黒
琢
一
郎

鈴
木
昌
子

神
医
療
生
活
協
同
組
合

ア
イ
ス
タ
ー
商
事
代
理
店
・
藤
井
由
美
子
▼

奈
良
県

下
山
大
輔
▼
和
歌
山
県

太
田
啓
子

橋
爪
智
▼
島
根
県

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
ふ
れ
あ
い
福
祉
課
▼
岡
山
県

花
王
カ
ス

タ
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
▼
広
島
県

池
田
祥
代

笹
田
俊

宏

匿
名
希
望
▼
山
口
県

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
上
層
会
▼
福

岡
県

株
式
会
社
日
専
連
ベ
ネ
フ
ル

副
島
亜
樹

橋
本
恭
子

鴨
生

田
小
学
校

日
立
化
成
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
株
式
会
社
・

経
営
支
援
セ
ン
タ
Ｏ
Ｈ
！
し
ゃ
べ
り
隊
一
同
▼
熊
本
県

岩
本
真
生

松
田
澄
枝

一
市
民

窪
田
泰
▼
大
分
県

石
堂
泰
史

上
坂
美
智
代

▼
和
田
勝
代
▼
無
記
名
＝
38
件
●
一
般
寄
付
３
０
０
０
円

湖
﨑
清
治

（
香
川
県
宇
多
津
町
）

１
月
21
日
か
ら
２
日
20
日
ま
で
に
届
い
た
分

▼
北
海
道

鈴
木
マ
ユ
ミ

水
道
機
工
株
式
会
社
・
札
幌
営
業
所

向

田
▼
岩
手
県

内
海
誠
▼
宮
城
県

丹
治
美
佳

平
瀬
泰
子
▼
茨
城
県

金
谷
ト
モ
子

小
川
礼
子

宮
本
紗
代
▼
埼
玉
県

尾
田
知
晴

阿

部

折
原
理
恵
子

品
田
則
昭

本
間
弘
子

明
治
安
田
生
命
保
険
相

互
会
社
・
熊
谷
支
社
▼
千
葉
県

越
智
康
子

土
橋
真
奈
美

吉
田
伊

知
朗

二
宮
圭
二

宇
野
慶
憲

キ
ム
ラ
フ
ミ
コ

工
藤
知
彰

髙
井

宏
子

三
好
勝
子

匿
名
希
望
▼
東
京
都

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社

・
団
体
年
金
サ
ー
ビ
ス
部

尾
藤
淳

八
幡
小
学
校

藍
屋
・
世
田
谷

上
野
毛
店

久
保
田
典
子

篠
田

鳥
居
薬
品
株
式
会
社

西
村
麻
佐

子

山
田
久
代

大
石
夢
美

株
式
会
社
東
芝
・
営
業
統
括
部
一
同

鶴
山
英
己

日
本
航
空
乗
員
組
合

山
田
博
子

吉
田
志
保

(

宗)

一

貫
道
天
慈
壇

山
口

Ｊ
Ｙ
Ｊ
へ
の
愛
を
さ
さ
や
く

市
川
加
代
子

株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険
業
務
部
内
田
由
美
子

株
式
会
社
ラ
イ
ヴ

ス
・
竹
内

佐
藤
和
恵

白
木

第
一
生
命
カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

社

藤
岡
郁
子

宮
地
節
子

安
永
誠
子

山
田
▼
神
奈
川
県

秋
間

佐
治
子

石
黒
琢
一
郎

臼
井
英
子

清
水
有
加

東
芝
プ
ラ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
株
式
会
社
・
経
理
部

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
・
Ｊ
－
Ｓ
Ｏ
Ｘ
対
応
推
進
部

戸
部
春
美

青
木
正
子

岩
崎
照
子

森
里
久
美
子
▼
新
潟
県

宮

川
昇
一

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

田
辺
美
香
▼
富
山
県

株

式
会
社
池
田
模
範
堂
▼
石
川
県

太
田
幸
▼
福
井
県

伊
勢
章
子
▼
岐

阜
県

伊
藤
愛
紗

岐
阜
市
立
岩
野
田
北
小
学
校

井
貝
未
奈

社
会

福
祉
法
人
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
▼
静
岡
県

遠
藤
裕
美
子

芝
田
工

業
株
式
会
社

小
池
雅
子
▼
愛
知
県

杉
本

安
形
秀
次
税
理
士
事
務

所

社
会
福
祉
法
人
西
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会

新
海
の
ぞ
み

田
中

な
お
み

ペ
ッ
ト
サ
ロ
ン
ｂ
ｂ

正
木
喜
代
子

三
井
住
友
海
上
火
災

保
険
株
式
会
社
・
中
部
総
務
部
総
務
経
理
チ
ー
ム
▼
三
重
県

ア
イ
ス

12
月
21
日
か
ら
１
月
20
日
ま
で
に
届
い

た
分

▼
北
海
道

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
札
幌
支
社

木
村
由
美

佐
々

木
章
乃

有
料
老
人
ホ
ー
ム
フ
ル
ー
ル
ハ
ピ
ネ
ス
は
こ
だ
て
▼
岩
手
県

相
馬
猛
▼
宮
城
県

鈴
木
ま
ゆ
み

丹
治
美
佳
▼
秋
田
県

戸
嶋
祐

子

匿
名
希
望
▼
山
形
県

大
矢
由
美
子
▼
茨
城
県

石
塚
順
子

塩

幡
保
治

シ
テ
ィ
ー
ナ
神
立

山
田
章
子

鈴
木
詠
子
▼
群
馬
県

本

間
千
恵
子
▼
埼
玉
県

大
渡
歯
科

赤
石
恵
里

有
限
会
社
朝
日
メ
デ

ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
Ａ
Ｓ
Ａ
小
手
指
・
狭
山
ヶ
丘

島
田
澄
恵

杉
本
冨
美

子
▼
千
葉
県

藍
場
英
光

株
式
会
社
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド

飛
田
サ
チ

子

山
崎
朋
絵

井
上
花
子

荘
司
美
千
代
▼
東
京
都

岡
部
嗣
治

神
原
圭
子

ク
デ
イ
ラ
ア
ン
ド
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
株
式
会
社

斉
藤
啓
子

東
京
女
子
大
学
同
窓
会
み
ず
き
会
一
同

戸
松
佑
介

尾
藤
淳

藤

ヶ
谷
英
子

井
上

気
ま
ま
な
キ
ッ
チ
ン

資
生
堂
ア
メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ

ズ
株
式
会
社

田
中
舘
秀
教

野
沢
け
さ
子

日
暮
町
子

三
井
住
友

信
託
銀
行
吉
祥
寺
中
央
支
店

山
口
比
乃

榊
原
陽
子

柴
田
玲
子

高
橋

Ａ
Ｓ
Ａ
富
士
見
台

青
木
敦
子

上
田
優
子

遠
藤
節
子

齊

藤
千
恵
子

首
都
高
速
道
路
株
式
会
社

三
橋
良
江

明
治
安
田
生
命

所
沢
支
社
Ｍ
Ｏ
Ｔ
委
員
会

吉
野
千
鶴
子

匿
名
希
望
▼
神
奈
川
県

黒
田
洋
子

駒
形
洋
子

佐
藤
昭
子

佐
藤
政
恵

松
田
め
ぐ
み

横

内
文
子

株
式
会
社
シ
ー
メ
ン
ズ
パ
ワ
ー

三
井
住
友
信
託
銀
行
相
模

大
野
支
店

山
崎
和
子

小
嶋
一
夫
▼
新
潟
県

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

日
本
興
亜
株
式
会
社

本
田
多
加
美
▼
富
山
県

渋
谷
彰
一
▼
石
川
県

山
下
由
久
栄
▼
長
野
県

丸
田
純
子
▼
岐
阜
県

大
橋
佳
代
子

古

川
中
学
校

井
貝
未
奈
▼
静
岡
県

平
山
友
美

曽
我
小
学
童
保
育
所

ヤ
マ
ハ
発
動
機
株
式
会
社
・
生
産
本
部
生
産
管
理
部
環
境
委
員
会
事

務
局

畠
中
将
也

ヤ
マ
ハ
発
動
機
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

社
▼
愛
知
県

福
岡
奈
美

福
田
直
子

松
本
由
美
子

山
田
真
太
郎

高
柳
元
子

土
屋
友
子

小
野
香
奈
枝

新
海
千
穂

丁
里
佳

日

本
メ
ナ
ー
ド
化
粧
品
ユ
ニ
オ
ン

野
田
▼
三
重
県

加
藤
卓

谷
合
千

早

ア
イ
ス
タ
ー
商
事
代
理
店
・
川
口
節
子

坂
口

山
森
房
子
▼
京

都
府

有
限
会
社
時
代
工
房
・
株
式
会
社
ス
タ
ジ
オ
ニ
ク
ロ
ム

山
田

か
お
り
▼
大
阪
府

川
村
早
苗

加
藤
紀
子

積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

大
西
祐
子

ア
イ
ス
タ
ー
商
事
代
理
店
・
田
中
康
子
▼
兵
庫
県

阪

１
月
１
日
か
ら
申
し
込
ん
だ
分

▽
北
海
道

や
ま
び
こ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
だ
ま
教
室
（
士
別
市
）
▽
岩

手
県

花
巻
清
風
支
援
学
校
北
上
分
教
室
（
北
上
市
）
▽
山
形
県

寒

河
江
小
（
寒
河
江
市
）
▽
群
馬
県

赤
城
南
中
（
渋
川
市
）
▽
埼
玉
県

朝
霞
第
五
小
（
朝
霞
市
）
南
小
（
所
沢
市
）
▽
千
葉
県

千
葉
大
学

教
育
学
部
附
属
小
（
千
葉
市
稲
毛
区
）
興
津
中
（
勝
浦
市
）
酒
井
根
東

小
（
柏
市
）
▽
東
京
都

余
丁
町
幼
稚
園
（
新
宿
区
）
牛
込
仲
之
幼
稚

園
（
新
宿
区
）
立
会
小
（
品
川
区
）
貝
取
小
（
多
摩
市
）
▽
神
奈
川
県

緑
小
（
横
浜
市
緑
区
）
諏
訪
小
（
横
須
賀
市
）
船
越
小
（
横
須
賀

市
）
山
元
小
（
横
浜
市
中
区
）
▽
富
山
県

堀
川
小
（
富
山
市
）
▽
長

野
県

源
池
小
（
松
本
市
）
吉
田
小
（
塩
尻
市
）
寿
小
（
松
本
市
）
岩

村
田
小
（
佐
久
市
）
▽
岐
阜
県

岐
阜
北
高
（
岐
阜
市
）
▽
静
岡
県

初
島
小
中
（
熱
海
市
）
浮
島
小
（
沼
津
市
）
▽
愛
知
県

名
古
屋
特
別

支
援
学
校
（
名
古
屋
市
西
区
）
▽
三
重
県

鼓
ヶ
浦
小
（
鈴
鹿
市
）
▽

滋
賀
県

北
野
小
（
野
洲
市
）
▽
京
都
府

中
筋
小
（
綾
部
市
）
▽
広

島
県

比
治
山
小
（
広
島
市
南
区
）
▽
山
口
県

明
新
小
（
周
防
大
島

町
）
▽
徳
島
県

吉
井
小
（
旧
：
大
井
小
）
（
阿
南
市
）
▽
福
岡
県

守
恒
小
（
北
九
州
市
小
倉
南
区
）
春
日
南
小
（
春
日
市
）
▽
佐
賀
県

弥
生
が
丘
小
（
鳥
栖
市
）
▽
大
分
県

直
入
中
（
竹
田
市
）

子
区
）
南
山
田
小
（
横
浜
市
都
筑
区
）
▽
富
山
県

若
葉
幼
稚
園
（
富

山
市
）
定
塚
小
（
高
岡
市
）
▽
静
岡
県

初
島
小
中
（
熱
海
市
）
市
立

北
幼
稚
園
（
三
島
市
）
▽
愛
知
県

鬼
崎
南
保
育
園
（
常
滑
市
）
南
陵

中
（
常
滑
市
）
幸
田
中
（
幸
田
町
）
▽
滋
賀
県

南
郷
小
（
大
津
市
）

北
野
幼
稚
園
（
野
洲
市
）
今
津
幼
稚
園
（
高
島
市
）
▽
大
阪
府

楠
葉

西
中
（
枚
方
市
）
▽
奈
良
県

富
雄
南
小
（
奈
良
市
）
▽
広
島
県

大

塚
小
（
広
島
市
安
佐
南
区
）
▽
長
崎
県

長
崎
商
業
高
（
長
崎
市
）

２
月
１
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で
に
申
し
込
ん
だ
分

▽
岩
手
県

江
刺
第
一
中
（
奥
州
市)

▽
宮
城
県

白
石
市
第
一
幼
稚

園
（
白
石
市)

▽
山
形
県

寒
河
江
小
（
寒
河
江
市)

▽
群
馬
県

境
小

（
伊
勢
崎
市)

市
立
東
中
（
み
ど
り
市)

▽
東
京
都

田
園
調
布
双
葉
中

・
高
（
世
田
谷
区
）
杉
並
第
二
小
（
杉
並
区
）
豊
玉
小
（
練
馬
区
）
関

口
学
園
明
昭
第
二
幼
稚
園
（
葛
飾
区
）
▽
神
奈
川
県

船
越
小
（
横
須

賀
市)

▽
新
潟
県

堀
之
内
中
（
魚
沼
市)

▽
長
野
県

中
野
小
（
中
野

市
）
岩
村
田
小
（
佐
久
市)

▽
岐
阜
県

古
井
小
（
美
濃
加
茂
市)

▽
静

岡
県

中
郡
小
（
浜
松
市
東
区
）
浮
島
小
（
沼
津
市
）
▽
愛
知
県

桜

町
小
（
安
城
市)

緑
丘
小
（
み
よ
し
市)

▽
京
都
府

御
所
南
小
（
京
都

市
中
京
区)

▽
兵
庫
県

関
西
学
院
幼
稚
園
（
西
宮
市
）
榎
列
小
（
南

あ
わ
じ
市
）
▽
奈
良
県

青
和
小
（
奈
良
市)

▽
岡
山
県

倉
敷
市
立

西
中
（
倉
敷
市)

▽
大
分
県

判
田
小
（
大
分
市)

３
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
に
申
し
込
ん
だ
分

▽
青
森
県

八
戸
学
院
短
期
大
学
看
護
学
科
（
八
戸
市)

小
川
原
小

（
東
北
町)

▽
岩
手
県

は
ま
ゆ
り
学
園
（
宮
古
市)

▽
宮
城
県

鳴
瀬

桜
華
小
（
東
松
島
市)

▽
埼
玉
県

南
小
（
所
沢
市)

▽
千
葉
県

長
浦

小
（
袖
ヶ
浦
市)

▽
東
京
都

隅
田
小
（
墨
田
区)

多
田
小
（
中
野
区)

上
鷺
宮
小
（
中
野
区)

井
草
中
（
杉
並
区)

旭
が
丘
小
（
日
野
市)

第
四

小
（
東
大
和
市)

▽
神
奈
川
県

俣
野
小
（
横
浜
市
戸
塚
区)

永
野
小

（
横
浜
市
港
南
区)

桂
台
小
（
横
浜
市
栄
区)

馬
堀
小
（
横
須
賀
市
）
第

二
小
（
鎌
倉
市)

▽
新
潟
県

三
条
小
（
三
条
市)

▽
富
山
県

富
山
市

立
中
央
小
（
富
山
市)

富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
附
属
中
（
富
山
市)

▽
愛
知
県

高
蔵
寺
高
（
春
日
井
市)

▽
三
重
県

橋
南
中
（
津
市)

厚

生
小
（
伊
勢
市)

上
野
高
（
伊
賀
市)

▽
滋
賀
県

晴
嵐
小
（
大
津
市)

長
浜
小
（
長
浜
市)

草
津
小
（
草
津
市)

▽
大
阪
府

大
阪
教
育
大
学
附

属
平
野
小
（
大
阪
市
平
野
区)

北
山
田
小
（
吹
田
市)

▽
兵
庫
県

舞
子

小
（
神
戸
市
垂
水
区)

▽
岡
山
県

大
元
幼
稚
園
（
岡
山
市
北
区)

▽
福

岡
県

霧
丘
小
（
北
九
州
市
小
倉
北
区)

▽
長
崎
県

上
山
小
（
諫
早

市)

▽
大
分
県

挟
間
小
（
由
布
市)

１
月
１
日
か
ら
１
月
31
日
ま
で
に
申
し
込
ん
だ
分

▽
北
海
道

市
立
中
央
小
（
札
幌
市
中
央
区
）
▽
青
森
県

北
園
小

（
十
和
田
市
）
▽
岩
手
県

花
巻
清
風
支
援
学
校
北
上
分
教
室
（
北
上

市
）
▽
埼
玉
県

栄
和
小
（
さ
い
た
ま
市
桜
区
）
常
磐
北
小
（
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
）
栄
中
（
草
加
市
）
潮
止
小
（
八
潮
市
）
▽
千
葉
県

千

葉
大
学
教
育
学
部
附
属
小
（
千
葉
市
稲
毛
区
）
高
野
山
小
（
我
孫
子

市
）
▽
東
京
都

立
会
小
（
品
川
区
）
あ
お
い
第
一
幼
稚
園
（
府
中

市
）
富
士
見
丘
小
（
昭
島
市
）
▽
神
奈
川
県

汐
見
台
中
（
横
浜
市
磯

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
銀
座

会
場
の
写
真
弘
社
か
ら
１
６

５
５
円
、
新
宿
会
場
（
ハ
イ

ジ
ア
）
は
朝
日
新
聞
社
か
ら

４
万
６
８
４
７
円
、
共
催
の

伊
藤
園
か
ら
も
会
場
の
飲
料

売
り
上
げ
の
一
部
１
万
８
０

２
５
円
で
、
合
計
６
万
６
５

２
７
円
で
す
。

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
学

校
の
支
援
に
活
用
し
ま
す
。

昨
年
８
月
に
東
京
・
銀

座
、
11
月
に
同
・
新
宿
で
開

か
れ
た
「
熊
本
地
震
報
道
写

真
展
～
い
ま
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
」
の
会
場
で
募
っ
た

義
援
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主

催
者
か
ら
ベ
ル
マ
ー
ク
財
団

え
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
話
し
ま
す
。
防
災
教
育
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
東

京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
目

黒
研
究
室
が
考
案
し
た
「
防

災
巻
」
を
使
っ
て
、
災
害
時

に
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に

ど
う
行
動
す
べ
き
か
を
、
さ

ま
ざ
ま
な
想
定
で
考
え
る
授

業
も
実
践
し
て
い
ま
す
。
場

所
に
よ
っ
て
は
出
張
授
業
が

で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
「
緑
の
バ
ト
ン

会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(htt

p://nie.asahi.com/bato

n-of-green2.html)

で
。

問
い
合
わ
せ
は
朝
日
新
聞
社

Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部(

電
話
03
・

５
５
４
０
・
７
６
３
０
、
メ

ー
ルgreen@asahi.com

、

担
当
・
安
田)

ま
で
。

た
。
事
業
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
苗
木
育
成
校
の
先
生
た

ち
が
「
緑
の
バ
ト
ン
の
会
」

を
作
り
、
運
動
を
続
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ベ
ル
マ
ー
ク
預
金
を
使
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。
10
本
１

セ
ッ
ト
、
税
抜
き
で
1
万
円

で
す
。
被
災
地
に
送
る
梱
包

料
と
輸
送
料
が
含
ま
れ
ま

す
。
い
っ
た
ん
学
校
で
費
用

を
立
て
替
え
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
す
ぐ
に
学
校
に
支
払

わ
れ
ま
す
。
募
集
締
め
切
り

は
５
月
末
と
10
月
末
で
す
。

「
緑
の
バ
ト
ン
の
会
」
代

表
の
東
京
都
江
戸
川
区
立
東

小
松
川
小
学
校
の
田
中
孝
宏

校
長
は
「
苗
木
の
育
成
に
か

か
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
に
防
災
の
大
切
さ
を
伝

校
庭
な
ど
で
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
産
の
苗
木
を
育

て
、
１
～
３
年
後
に
被
災
地

に
植
樹
し
て
緑
再
生
を
支
援

す
る
「
緑
の
バ
ト
ン
運
動｣



震
災
を
忘
れ
ず
、
被
災
地
や

被
災
者
を
思
う
心
を
育
も
う

と
、
朝
日
新
聞
社
、
国
土
緑

化
推
進
機
構
、
森
林
文
化
協

会
が
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
度
ま
で
の
５
年

間
に
全
国
４
３
８
校
が
参
加

し
、
福
島
、
宮
城
、
岩
手
、

青
森
の
４
県
27
カ
所
に
７
６

０
０
本
の
苗
木
を
植
え
ま
し

め
た
よ
う
な
家
に
住
む
ポ
ッ
ト
さ
ん
と
ト
マ

ト
さ
ん
の
夫
婦
、
そ
の
時
の
気
分
で
名
前
を

変
え
る
女
の
子
の
ふ
た
ご
な
ど
、
独
特
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
と
舞
台
設
定
で
、
こ
の
シ
リ
ー

ズ
は
日
本
版
ム
ー
ミ
ン
と
呼
ば
れ
た
り
も
し

ま
し
た
。

今
回
の
完
結
編
は
、
今
ま
で
誰
も
見
向
き

も
し
な
か
っ
た
プ
ニ
ョ
プ
ニ
ョ
タ
ケ
と
い
う

キ
ノ
コ
の
料
理
法
が
わ
か
り
、
そ
の
思
い
が

け
な
い
お
い
し
さ
に
、
み
な
夢
中
に
な
っ
て

採
り
始
め
た
と
こ
ろ
か
ら
、
物
語
が
始
ま
り

ま
す
。
一
方
、
ポ
ッ
ト
さ
ん
や
大
工
の
ギ
ー

コ
さ
ん
は
、
森
の
微
妙
な
環
境
変
化
に
も
気

づ
い
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
森
が
湿
地
の
よ

う
に
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
水
位
が
上
が

っ
て
い
き
ま
す
。
ま
さ
か
こ
そ
あ
ど
の
森
の

消
滅
で
シ
リ
ー
ズ
が
終
わ
る
の
か
！

と
、

ち
ょ
っ
と
心
配
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

に
は
見
事
な
タ
ネ
明
か
し
が
待
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
は
ま
っ
た
く
独
立
し
た

話
な
の
で
、
こ
の
巻
か
ら
読
ん
で
も
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。
（
高
学
年
以
上
向
き
、
１
７
０

０
円
＋
税
）

『
円
周
率
の
謎
を
追
う

江
戸
の
天
才
数

学
者
・
関
孝
和
の
挑
戦
』
（
鳴
海
風
・
著
、

伊
野
孝
行
・
絵
、
く
も
ん
出
版
）

関
孝
和
と
い
う
名
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
業

績
の
中
味
と
な

る
と
、
例
え
ば

伊
能
忠
敬
の
よ

う
な
わ
か
り
や

す
さ
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
書
で
は
、
円
周
率
と
い
う
な
じ
み

深
い
入
口
を
設
定
し
た
こ
と
で
、
時
代
を
越

え
た
発
想
の
す
ご
さ
、
す
ば
ら
し
さ
が
確
か

に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
孝
和
が
数
学
を
学
び

始
め
た
こ
ろ
は
３
１
６(

３
．
16)

が
一
般
的

だ
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
彼
は
よ
り
正
確

に
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
に
考
え

れ
ば
正
し
い
値
に
近
づ
け
る
の
か
と
い
う
理

論
を
必
死
で
模
索
し
、
そ
の
結
果
は
師
匠
を

驚
か
せ
る
も
の
で
し
た
。

孝
和
の
生
い
立
ち
な
ど
は
不
明
な
点
が
多

い
ら
し
く
、
本
書
は
小
説
と
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
を
織
り
交
ぜ
た
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
孝
和
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
彼
の
才
能
を

認
め
、
支
え
た
周
囲
の
人
々
の
人
間
模
様
に

引
き
こ
ま
れ
ま
す
。
（
高
学
年
・
中
学
生
以

上
向
き
、
１
５
０
０
円
＋
税
）

て
い
た
の
は
、
分
か
れ
た
弟
に
会
い
に
、
一

人
で
千
葉
県
の
大
原
ま
で
行
く
た
め
だ
っ
た

の
で
す
。
理
子
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
に
、

隼
人
と
悠
太
の
〈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
が
発
進

し
ま
す
。
等
身
大
の
冒
険
と
い
う
表
現
は
変

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
読
者
か
ら
と

て
も
身
近
で
切
実
に
感
じ
ら
れ
そ
う
な
作
品

世
界
が
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
展
開
さ
れ
ま

す
。
（
中
・
高
学
年
向
き
、
１
４
０
０
円
＋

税
）『

ふ
た
り
ユ
ー
ス
ケ
』
（
三
田
村
信
行
・

作
、
大
沢
幸
子
・
絵
、
理
論
社
）

５
年
生
の
小
川
勇
介
は
、
銀
行
員
の
父
親

の
転
勤
で
、
小
さ
な
田
舎
町
に
越
し
て
来
ま

す
。
電
車
を
何
度
か
乗
り
越
え
、
さ
ら
に
バ

ス
で
１
時
間
と

い
う
不
便
さ
で

し
た
が
、
バ
ス

停
に
降
り
立
っ

た
勇
介
は
、
町

の
人
た
ち
に
取

り
囲
ま
れ
ま
す
。
み
な
口
々
に
「
ユ
ー
ス
ケ

が
帰
っ
て
き
た
」
と
叫
ぶ
の
で
す
。
次
第
に

わ
か
っ
て
き
た
の
は
、
町
の
有
力
者
の
子
ど

も
で
、
神
童
と
呼
ば
れ
て
い
た
少
年
が
お

り
、
そ
の
名
前
は
大
川
雄
介
。
東
京
の
難
関

中
学
校
に
入
学
し
、
こ
の
斜
陽
の
町
の
期
待

を
一
身
に
背
負
っ
て
い
た
彼
は
、
２
年
前
の

夏
休
み
に
川
で
死
ん
だ
と
い
う
の
で
す
。
同

じ
名
前
で
顔
も
瓜
二
つ
、
お
ま
け
に
勇
介
が

や
っ
て
き
た
の
が
お
盆
の
８
月
13
日
と
あ
っ

て
、
町
は
騒
然
と
な
り
ま
す
。
や
が
て
雄
介

を
失
っ
た
大
川
家
も
含
め
て
、
町
中
が
勇
介

を
期
待
の
星
と
遇
し
始
め
ま
す
。

特
異
な
設
定
に
惹
き
つ
け
ら
れ
な
が
ら
、

自
分
と
向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ
が
心
に
し

み
て
き
ま
す
。
（
中
・
高
学
年
以
上
向
き
、

１
４
０
０
円
＋
税
）

『
こ
そ
あ
ど
の
森
の
物
語

水
の
森
の
秘

密
』
（
岡
田
淳
作
・
絵
、
理
論
社
）

「
こ
そ
あ
ど
の
森
の
物
語
」
シ
リ
ー
ズ

は
、
第
１
巻
『
ふ
し
ぎ
な
木
の
実
の
料
理

法
』
の
刊
行
か
ら
25
年
、
今
回
の
第
12
巻
で

つ
い
に
完
結
で

す
。
ト
ゲ
ト
ゲ

の
大
き
な
ウ
ニ

を
載
せ
た
よ
う

な
形
の
、
ウ
ニ

マ
ル
と
呼
ば
れ

る
船
に
住
ん
で
い
る
ス
キ
ッ
パ
ー
少
年
、
湯

わ
か
し
の
注
ぎ
口
を
上
に
し
て
半
分
土
に
埋

も
す
れ
ば
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
ほ
と
ん

ど
買
い
物
が
済
ん
で
し
ま
い
そ
う
な
私
た
ち

に
と
っ
て
は
、
そ
こ
か
ら
立
ち
上
っ
て
く
る

色
や
匂
い
や
喧
噪
に
圧
倒
さ
れ
そ
う
で
す
。

（
中
学
年
か
ら
、
１
６
０
０
円
＋
税
、
中
学

年
以
上
向
き
）

『
宮
沢
賢
治
の
鳥
』
（
国
松
俊
英
・
文
、

舘
野
鴻
・
画
、
岩
崎
書
店
）

「
や
ま
な
し
」
に
登
場
す
る
カ
ワ
セ
ミ
や

「
よ
だ
か
の
星
」
な
ど
、
賢
治
の
詩
や
童
話

に
は
多
く
の
鳥
が
描
か
れ
、
著
者
に
よ
る
と

70
種
以
上
に
も
な
る

と
い
い
ま
す
。
こ
の

絵
本
で
は
、
そ
う
し

た
詩
や
童
話
の
、
鳥

が
登
場
す
る
部
分
が

引
用
さ
れ
る
と
共

に
、
な
ぜ
そ
こ
で
鳥

を
登
場
さ
せ
た
の

か
、
な
ぜ
そ
の
鳥
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
か
が
、
語
ら
れ
ま
す
。
作
家
で
あ
り
、

鳥
の
研
究
家
で
も
あ
り
、
長
年
賢
治
作
品
の

鳥
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
て
き
た
著
者
な
ら

で
は
の
贅
沢
な
１
冊
で
す
が
、
ペ
ー
ジ
を
め

く
る
度
に
構
図
や
色
遣
い
に
工
夫
を
凝
ら
さ

れ
た
絵
の
す
ば
ら
し
さ
が
、
さ
ら
に
絵
本
と

し
て
の
説
得
力
を
高
め
て
い
ま
す
。
（
高
学

年
以
上
向
き
、
１
７
０
０
円
＋
税
）

◇

こ
こ
か
ら
は
、
中
・
高
学
年
向
き
以
上
の

読
み
物
に
な
り
ま
す
。

『
ぼ
く
ら
は
鉄
道
に
乗
っ
て
』
（
三
輪
裕

子
・
作
、
佐
藤
真
紀
子
・
絵
、
小
峰
書
店
）

３
学
期
が
始
ま
ろ
う
と
い
う
と
き
、
悠
太

の
住
む
ア
パ
ー
ト
に
母
と
娘
の
家
族
が
越
し

て
来
ま
す
。
理
子
と
名
乗
っ
た
そ
の
子
が
列

車
の
時
刻
表
を

手
に
し
て
い
た

の
を
、
鉄
道
フ

ァ
ン
で
あ
る
悠

太
は
見
逃
し
ま

せ
ん
で
し
た

が
、
話
を
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悠
太

に
は
、
町
の
図
書
館
で
知
り
合
っ
た
鉄
道
フ

ァ
ン
仲
間
の
隼
人
が
お
り
、
１
年
上
の
隼
人

と
二
人
で
鉄
道
博
物
館
に
行
っ
た
り
し
ま

す
。
５
年
生
に
な
っ
た
悠
太
と
理
子
は
同
じ

ク
ラ
ス
に
な
り
ま
す
が
、
図
書
館
で
会
っ
た

理
子
が
見
て
い
た
の
は
、
や
は
り
時
刻
表
で

し
た
。
「
鉄
子
な
の
？
」
と
い
う
隼
人
の
質

問
に
首
を
振
る
理
子
。
理
子
が
時
刻
表
を
見

返
さ
れ
、
い
ず
れ
も
「
き
ょ
う
ま
た
ぼ
く
は

生
ま
れ
た
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
す
。
朝
の

情
景
が
、
自
分
自
身
の
新
た
な
誕
生
と
重
ね

ら
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
実
に
見
事
な
絵

本
に
な
っ
て
い
て
、
と
に
か
く
実
物
を
見
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
巻
末
に
監
修
者
の

宮
川
健
郎
氏
に
よ
る
、
こ
の
詩
や
詩
人
に
つ

い
て
の
解
説
も
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
低
・

中
学
年
以
上
向
き
、
１
８
０
０
円
＋
税
）

『
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
楽
し
む

日
本
の
子

ど
も
の
あ
そ
び
読
本
』
（
加
古
里
子
・
著
、

福
音
館
書
店
）

こ
れ
は
『
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
て
ん
ぐ
ち
ゃ

ん
』
の
作
者
に
よ
る
、
様
々
な
遊
び
を
紹
介

し
た
絵
図
鑑
、
と
い
っ
た
趣
の
１
冊
で
、

「
草
花
や
木
の

実
の
あ
そ
び
」

「
紙
を
つ
か
う

あ
そ
び
」
「
手

や
ゆ
び
の
あ
そ

び
」
な
ど
七
つ

の
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て
、
１
０
０
以
上
も

の
遊
び
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
で

遊
べ
る
、
二
人
で
遊
ぶ
、
み
ん
な
で
遊
ぶ
な

ど
パ
タ
ー
ン
は
多
様
で
す
が
、
ど
れ
も
簡
単

で
、
か
つ
ほ
と
ん
ど
準
備
も
い
ら
な
い
、

「
今
す
ぐ
遊
べ
る
」
遊
び
が
満
載
。
そ
し
て

こ
の
本
自
体
も
、
一
人
で
も
楽
し
み
た
い
、

み
ん
な
で
も
読
み
た
い
、
そ
ん
な
不
思
議
な

魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
（
低
・
中
学
年

以
上
向
き
、
１
４
０
０
円
＋
税
）

『
人
と
出
会
う
場
所

世
界
の
市
場
』

（
小
松
義
夫
写
真
・
文
、
ア
リ
ス
館
）

世
界
中
の
「
家
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る

写
真
家
が
、
各
地
で
出
会
っ
た
市
場
を
撮
っ

た
写
真
絵
本
。
「
湖
の
上
の
市
場
」
「
山
の

広
場
の
動
物
市
場
」
等

々
、
場
所
も
売
ら
れ
て

い
る
も
の
も
実
に
様
々

で
す
。
但
し
、
決
し
て

珍
し
い
市
場
を
選
ん
で

紹
介
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
人
た
ち
の
暮
し
を
支
え
て
い
る

日
常
的
な
場
と
し
て
の
市
場
の
様
子
が
、
画

面
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
に
迫
っ
て
き
ま
す
。
と

怪
獣
に
な
っ
た
り
し
て
出
て
く
る
夢
を
見
る

ほ
ど
、
１
年
生
の
日
々
が
心
配
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
ね
こ
の
学
校
に
入
る
と
い
う
近
所
の

ね
こ
も
、
カ
ラ
ス
の
学
校
に
入
学
す
る
と
い

う
カ
ラ
ス
も
、
入
学
を
前
に
ド
キ
ド
キ
の
よ

う
で
す
。
そ
ん
な
ゆ
う
く
ん
も
、
い
よ
い
よ

学
校
に
行
く
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。
１
年
生

に
と
っ
て
は
、
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
の
自
分
に

重
ね
て
、
主
人
公
に
声
援
で
き
る
１
冊
に
な

り
そ
う
で
す
。
（
１
２
０
０
円
＋
税
）

『
が
っ
こ
う
た
ん
け
ん

し
ょ
う
が
っ
こ

う
だ
い
ず
か
ん
』
（
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
こ
ど
も
知
育

研
究
所
編
・
著
、
金
の
星
社
）

多
分
１
年
生
は
、
入
学
後
間
も
な
く
「
学

校
た
ん
け
ん
」
の
よ
う
な
こ
と
を
や
る
の
で

し
ょ
う
が
、
幼
稚
園

や
保
育
園
に
比
べ
て

ま
る
で
ひ
と
つ
の
社

会
の
よ
う
な
、
学
校

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を

飲
み
込
む
の
は
、
難

し
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
の
本
は
、
特
別
教
室
や
図
書
室
、
保

健
室
な
ど
の
場
所
の
説
明
に
加
え
て
、
時
間

割
、
持
ち
物
、
１
年
間
の
行
事
、
「
学
校
で

使
う
こ
と
ば
」
な
ど
の
項
目
が
あ
っ
て
、
全

体
と
し
て
学
校
と
い
う
空
間
を
子
ど
も
た
ち

が
把
握
で
き
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１
年
生
の
心
強
い
味
方
に
な
っ
て
く
れ
そ
う

で
す
。
（
１
５
０
０
円
＋
税
）

◇

こ
こ
か
ら
が
絵
本
で
す
。

『
朝
の
歌
』
（
小
泉
周
二
・
詩
、
市
居
み

か
・
絵
、
岩
崎
書
店
）

こ
れ
は
「
詩
の
絵
本
～
教
科
書
に
出
て
く

る
詩
人
た
ち
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
の
中
の
１

冊
。
こ
の
詩
人

は
現
行
教
科
書

で
は
「
水
平

線
」
と
い
う
詩

が
載
っ
て
い
ま

す
。
詩
の
説
明

は
難
し
い
の
で
す
が
、
第
１
連
は
「
お
は
よ

う
ま
つ
毛
」
か
ら
、
２
連
は
「
お
は
よ
う
タ

オ
ル
」
、
３
連
は
「
お
は
よ
う
ひ
か
り
」
か

ら
始
ま
っ
て
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
４
回
繰
り

こ
の
稿
を
書
い
て
い
る
３
月
、
日
本
児
童

文
学
者
協
会
賞
の
選
考
で
、
昨
年
出
さ
れ
た

作
品
を
集
中
的
に
読
ん
で
い
ま
す
。
大
人
の

文
学
ほ
ど
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
児
童

文
学
の
世
界
で
も
い
く
つ
か
の
文
学
賞
が
あ

り
ま
す
。
大
体
、
春
と
秋
に
集
中
し
て
い

て
、
春
の
賞
と
し
て
は
、
作
家
団
体
が
主
催

す
る
児
童
文
学
者
協
会
賞
と
児
童
文
芸
家
協

会
賞
の
他
、
産
経
児
童
出
版
文
化
賞
、
そ
し

て
岡
山
市
が
主
催
す
る
坪
田
譲
治
文
学
賞

（
児
童
文
学
と
青
春
小
説
的
な
作
品
も
対

象
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
春
に
発

表
さ
れ
る
賞
は
、
概
ね
前
年
の
１
月
か
ら
12

月
ま
で
に
出
さ
れ
た
作
品
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
秋
に
発
表
さ
れ
る
賞
は
、

概
ね
前
年
の
秋
か
ら
そ
の
年
の
夏
頃
ま
で
の

作
品
と
い
う
区
切
り
に
な
り
ま
す
が
、
講
談

社
系
の
野
間
児
童
文
芸
賞
や
小
学
館
児
童
出

版
文
化
賞
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
野
間
児
童
文

芸
賞
の
場
合
は
、
野
間
文
芸
賞
と
新
人
賞
も

同
時
に
発
表
さ
れ
、
贈
呈
式
も
一
緒
な
の

で
、
一
般
の
文
学
関
係
者
と
児
童
文
学
関
係

者
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
何

年
か
前
の
贈
呈
式
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
浅

田
次
郎
さ
ん
が
お
ら
れ
、
浅
田
さ
ん
は
僕
が

か
つ
て
勤
務
し
て
い
た
私
立
小
学
校
の
ご
出

身
な
の
で
、
そ
ん
な
話
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
な
に
よ
り
受
賞
者
に
と
っ
て
晴
れ

が
ま
し
い
場
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
参
加
者
に
と
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
出
会

い
が
あ
る
貴
重
な
場
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

◇

さ
て
、
い
つ
も
だ
と
、
ま
ず
絵
本
か
ら
な

の
で
す
が
、
今
回
紹
介
す
る
絵
本
は
総
じ
て

対
象
年
齢
が
高
い
の
で
、
４
月
で
も
あ
り
、

ま
ず
は
新
１
年
生
向
け
の
本
を
２
冊
。

『
あ
し
た
か
ら
１
ね
ん
せ
い
』
（
き
む
ら

ゆ
う
い
ち
・
作
、
有
田
奈
央
・
絵
、
新
日
本

出
版
社
）

小
学
校
入
学

を
前
に
し
た
ゆ

う
く
ん
は
、
学

校
の
中
が
迷
路

に
な
っ
た
り
、

上
級
生
た
ち
が

め切りました。財団は熊本県の被災校65校に各30万円、大分県内の25校に

各20万円相当の教育備品・教材を各校の要望に基づいて寄贈しました。

「緊急友愛援助」はその資金に活用しました。

ベルマーク教育助成財団がベルマーク運動参加校・団体に緊急の「友愛

援助」を呼びかけたところ、約120団体から計約340万円のご支援をいただ

きました。ありがとうございました。この緊急の友愛援助は11月31日で締

｢

熊
本
地
震
写
真
展｣

主
催
者
か
ら
義
援
金

伊
藤
園
は
売
り
上
げ
の
一
部

｢緑のバトン｣

先生らが継続
防災･教育にも力

津波で大きな被害を受けた宮城県山元町で、楽天イーグ
ルスのコーチらも見守る中であった2015年6月の植樹会

(６)第３種郵便物認可ベ ル マ ー ク 新 聞２０１７年()


